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上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。

作成基準日:2025年6月30日

• 為替については、ドル円の変動による影響を示しており、その他通貨の変動につ
いては資産要因に含まれています。

• 右記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありま
せん。傾向を知るための参考値としてご覧ください。なお、2015年6月分より、基
準価額変動の資産要因をより正確に説明する観点から概算値の算出方法を調
整しております。

■基準価額の変動要因 （資産要因の内訳）
2025年5月 2025年6月 設定来

資産 161 円 166 円 3,772 円

為替 68 円 50 円 3,299 円

信託報酬 -11 円 -11 円 -1,634 円

分配金 -35 円 -35 円 -7,430 円

その他 -2 円 -4 円 -242 円

基準価額変動 181 円 166 円 -2,235 円

2025年5月 2025年6月
高配当株式 96 円 85 円

債券 63 円 50 円

投資適格債券 21 円 16 円

ハイイールド債券 33 円 29 円

現地通貨建て新興国債券 9 円 5 円

米ドル建て新興国債券 0 円 0 円

先進国国債 0 円 0 円

転換社債 0 円 0 円

優先証券 0 円 0 円

その他インカムアセット -3 円 27 円

その他（先物等） 5 円 4 円

資産要因小計 161 円 166 円

※販売会社によっては、「Aコース（為替ヘッジなし）」と「Bコース（為替ヘッジあり）」のどちらか一方のみのお取り扱いとなる場合があります。

設 定 日 2013年6月4日

信 託 期 間 2033年6月3日まで

決 算 日 原則毎月3日（休業日の場合は翌営業日）

信 託 報 酬 ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.43％（税抜1.30％）
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分配金再投資基準価額 基準価額

■設定来の基準価額の推移（Aコース）

• 分配金再投資基準価額は税引前分配金を再投資したものとして計算しています。
• 基準価額は信託報酬控除後の価額です。信託報酬率については上記「信託報酬」
欄をご参照ください。

■Aコース（為替ヘッジなし）
基 準 価 額 7,765円

純 資 産 総 額 2,230(百万円)

■分配実績（1万口当たり、税引前）
決算期 Aコース

第140期(2025年2月3日) 35円

第141期(2025年3月3日) 35円

第142期(2025年4月3日) 35円

第143期(2025年5月7日) 35円

第144期(2025年6月3日) 35円

直 近 1 年 間 累 計 420円

設 定 来 累 計 7,430円

• 運用状況によっては分配金が支払われない場合があります。

■運用実績
リスク

（標準偏差）
過 去 1 ヵ 月 2.66% -

過 去 3 ヵ 月 0.64% -

過 去 6 ヵ 月 -2.42% -

過 去 1 年 -2.21% 10.87%

過 去 3 年 32.63% 9.60%

過 去 5 年 69.44% 8.85%

設 定 来 92.71% 10.41%

騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配金を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン(収益)の振れ幅のことを指します。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース（為替ヘッジなし）愛称「グランツール」
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作成基準日:2025年6月30日
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• 分配金再投資基準価額は税引前分配金を再投資したものとして計算しています。

• 基準価額は信託報酬控除後の価額です。信託報酬率については上記「信託報酬」

欄をご参照ください。

■設定来の基準価額の推移（Bコース）

■Bコース（為替ヘッジあり）
基 準 価 額 5,497円

純 資 産 総 額 39(百万円)

• ヘッジコストはドル円のヘッジコストを示しています。
• 右記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありま
せん。傾向を知るための参考値としてご覧ください。なお、2015年6月分より、基
準価額変動の資産要因をより正確に説明する観点から概算値の算出方法を調
整しております。

• 運用状況によっては分配金が支払われない場合があります。

設 定 日 2013年6月4日

信 託 期 間 2033年6月3日まで

決 算 日 原則毎月3日（休業日の場合は翌営業日）

信 託 報 酬 ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.43％（税抜1.30％）

■運用実績
リスク

（標準偏差）
過 去 1 ヵ 月 1.65% -

過 去 3 ヵ 月 2.60% -

過 去 6 ヵ 月 3.87% -

過 去 1 年 4.66% 4.67%

過 去 3 年 9.53% 6.65%

過 去 5 年 9.96% 7.17%

設 定 来 4.59% 7.82%

騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配金を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン(収益)の振れ幅のことを指します。

■分配実績（1万口当たり、税引前）
決算期 Bコース

第140期(2025年2月3日) 30円

第141期(2025年3月3日) 30円

第142期(2025年4月3日) 30円

第143期(2025年5月7日) 30円

第144期(2025年6月3日) 30円

直 近 1 年 間 累 計 360円

設 定 来 累 計 4,790円

■基準価額の変動要因 （資産要因の内訳）
2025年5月 2025年6月 設定来

資産 117 円 119 円 3,500 円

ヘッジコスト -18 円 -20 円 -1,788 円

信託報酬 -8 円 -8 円 -1,553 円

分配金 -30 円 -30 円 -4,790 円

その他 5 円 -2 円 128 円

基準価額変動 66 円 59 円 -4,503 円

2025年5月 2025年6月

高配当株式 70 円 61 円

債券 46 円 37 円

投資適格債券 15 円 12 円

ハイイールド債券 24 円 21 円

現地通貨建て新興国債券 7 円 4 円

米ドル建て新興国債券 0 円 0 円

先進国国債 0 円 0 円

転換社債 0 円 0 円

優先証券 0 円 0 円

その他インカムアセット -2 円 19 円

その他（先物等） 3 円 2 円

資産要因小計 117 円 119 円

※販売会社によっては、「Aコース（為替ヘッジなし）」と「Bコース（為替ヘッジあり）」のどちらか一方のみのお取り扱いとなる場合があります。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Bコース（為替ヘッジあり）愛称「グランツール」
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上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。

作成基準日:2025年6月30日

マザーファンドの投資対象ファンドである
「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・アセット・インカム」

■ポートフォリオ利回り ■通貨別構成比 ■地域別構成比■資産配分比率
通貨 比率

米ドル・その他先進国通貨 91.7%

新興国通貨 8.3%

合計 100.0%

地域 比率
北米 50.7%

欧州 18.9%

新興国 13.6%

アジア・オセアニア 9.1%

英国 4.1%

その他 3.5%

合計 100.0%

• 利回りの計算は委託会社の見解
に基づき行っています。

■過去1年間のポートフォリオ利回り（上段）と資産配分比率（下段）の推移
2024年 2025年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

6.5% 6.3% 6.1% 6.0% 6.2% 6.3% 5.9% 6.1% 6.0% 6.3% 6.3% 6.1%
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高配当株式 債券 その他インカムアセット キャッシュ等

※「キャッシュ等」は、先物、ヘッジポジション等を考慮して算出したものです。
※配分および構成比率について、四捨五入により合計が100％にならない場合があります。

比率
高配当株式 37.6%

債券 47.3%

その他インカムアセット 11.5%

キャッシュ等 3.5%

合 計 100.0%

利回り
高配当株式 3.8%

債券 6.4%

その他インカムアセット 6.4%

ポートフォリオ全体 6.1%

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。

作成基準日:2025年6月30日

北米
56.3%欧州

17.3%

アジア・オ

セアニア
13.5%

新興国
6.9%

英国
6.0%

■高配当株式部分の状況

■地域別構成比■業種別構成比

• 利回りの計算は委託会社の見解に基づき行っています。
• 平均格付はS&P・Moody's・Fitchの平均を採用。S&P表記法で記載。
• 平均格付とは、マザーファンドが投資するファンドにおける組入資産の信用格
付を加重平均したものであり、当ファンド自体の信用格付ではありません。

* 優先証券は含まれておりません。

金融
23.2%

情報技術
15.7%

資本財・

サービス
11.3%

一般消費

財・サービ

ス
8.5%

ヘルスケア
7.2%

コミュニケー

ション・サー

ビス
6.3%

素材
5.9%

生活必需

品
4.7%

エネルギー
2.2%

公益事業
1.7%

不動産
1.4%

その他
11.8%

平均配当利回り 3.8%

組入銘柄数 513銘柄

■債券ポートフォリオ特性
デュレーション(年) 3.8

平均利回り 6.4%

平均格付* BBB+

組入銘柄数* 652銘柄

■債券組入比率
比率

ハイイールド債券 27.3%

投資適格債券 12.7%

米ドル建て新興国債券 0.0%

現地通貨建て新興国債券 7.2%

先進国国債 0.0%

転換社債 0.0%

優先証券 0.0%

債 券 合 計 47.3%
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2024年7月 2024年9月 2024年11月 2025年1月 2025年3月 2025年5月
ハイイールド債券 投資適格債券 米ドル建て新興国債券 現地通貨建て新興国債券 先進国国債 転換社債 優先証券

■過去1年間の債券組入比率の推移

■債券部分の状況

販売用資料（月次改訂）

※構成比について、四捨五入により合計が100％
にならない場合があります。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。

作成基準日:2025年6月30日

■月次コメント

※ 上記は、マザーファンドの投資対象ファンドである「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・アセット・インカム」の運用概
況および運用方針を基に作成しております。

※ 上記の「運用概況」は投資対象ファンドのリターンに関する説明であり、インカムアセット・アロケーション(毎月決算型)(以下ファンド)の基準価額の推
移に関する他の記述とは一部整合しない場合があります。これは、ファンドでは外貨建通貨の取引に伴う為替変動またはヘッジコストの影響を受ける
こと、またファンドと投資対象ファンドではリターンの評価の時点等が一致しない場合があること、その他の要因によります。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」

【市況概況】

6月、世界株式市場は上昇しました。米中間で上乗せ関税が一時停止される中、関税協議を巡り進展がみられました。また、イランとイ

スラエル間の地政学的緊張の高まりが株式市場に与える影響は限定的となりました。ただし、国・地域別の株式指数の騰落はまちまちと

なりました。情報技術やコミュニケーション・サービスが牽引し米国株式は堅調に推移したほか、米ドル安や米中貿易協議の進展などが支

援材料となった新興国株式も上昇しました。一方、ユーロ圏株式は下落しました。債券市場では、米国債の⾧期金利は低下し、ドイツの

防衛費増額や国債発行増額に対して注目が集まる中、欧州圏国債をアウトパフォームしました。クレジット市場では、地政学的リスクが

和らぐ中、スプレッドが縮小しました。

【運用概況】

6月、リスク性資産が堅調に推移する中、高配当株式やハイイールド債券の保有が主要なプラス効果となりました。株式内では、米国大

型ハイテク銘柄のほか、米国金融セクター株式の保有もプラス要因となりました。米国ハイイールド債券市場では、新規発行が限定的とな

る中で旺盛な需要が確認され、スプレッド縮小につながりました。そのほか、インフレ動向やバリュエーション水準が追い風となった現地通貨

建て新興国債券の保有も奏功しました。

当月、トランプ政権による規制緩和、高金利環境が追い風になると判断して、米国金融セクター株式を組み入れました。一方で、インフラ

ストラクチャー関連銘柄の保有を解消しました。

【今後の見通しと運用方針】

関税を巡る不確実性が依然として残っています。トランプ米大統領は貿易交渉の期限を8月1日に延⾧しましたが、主要貿易相手国に

対して強硬姿勢を維持しています。関税の脅威に対する金融市場の反応は以前と比較して限定的となっており、投資家はトランプ大統

領の強硬姿勢はあくまで交渉の一部であると捉えていることを示唆しています。ただし、このような姿勢は、投資家の想定を上回る水準ま

で関税率が引き上げられる可能性を過小評価することにつながります。運用チームでは、最終的に実効関税率は12％程度に落ち着くと

の見方を基本シナリオとしていますが、リスクは、これを上回る関税率が設定される方向に傾斜していると考えます。不確実性が残る一方

で、安定した消費行動、堅調な労働市場に下支えされていることを踏まえ、米国経済が直ちに景気後退に陥るとは想定していません。こ

のような見方のもと、株式に対する強気の姿勢を維持しており、中でも米国金融セクターを選好しています。債券については、バリュエーショ

ンの観点で、投資適格社債と比べてハイイールド債券を選好しています。スプレッドは縮小基調にありますが、堅調な雇用市場、消費者

心理の改善などが支援材料になると考えます。クレジット資産内では、高クオリティを提供しつつベース金利に対する感応度が相対的に低

い、欧州ハイイールド債券や豪州投資適格社債などを保有し、分散投資を実践しています。
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マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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■投資リスク

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」



追加型投信／内外／資産複合

9/12

■投資リスク

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、
ご⾃⾝でご判断ください。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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委託会社︓シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 [設定・運⽤等]
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第90号
加⼊協会／⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、
⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

受託会社︓三井住友信託銀⾏株式会社 ［信託財産の管理等］

販売会社︓販売会社については、下記ご参照（五⼗⾳順）。 ［募集の取り扱い等］

■ファンドの関係法⼈

A

コ
l
ス

B

コ
l
ス

登録番号 ⽇本証券業協会
⼀般社団法⼈
⽇本投資
顧問業協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物
取引業協会

⼀般社団法⼈
第⼆種⾦融商品
取引業協会

○ ○ 株式会社SBI証券 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第44号 ○ ○ ○

○ ○ 株式会社SBI新⽣銀⾏(委託⾦融商品取引業者
株式会社SBI証券) 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

○ おかやま信⽤⾦庫 登録⾦融機関 中国財務局⻑（登⾦）第19号 ○
○ ○ 東海東京証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑（⾦商）第140号 ○ ○ ○ ○
○ 広島信⽤⾦庫 登録⾦融機関 中国財務局⻑（登⾦）第44号 ○
○ フィリップ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第127号 ○ ○
○ ○ 松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第164号 ○ ○
○ ○ 楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第195号 ○ ○ ○ ○
＜新規募集停⽌＞

○ ○ ＳＭＢＣ⽇興証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第2251号 ○ ○ ○ ○
○ 株式会社　滋賀銀⾏ 登録⾦融機関 近畿財務局⻑（登⾦）第11号 ○ ○
取扱いファンドおよび加⼊している⾦融商品取引業協会について○で記しております。

⾦融商品取引業者等の名称

本資料に関するご留意事項
■本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関する商品説明資料であり、法令に基づく開⽰書
類ではありません。■投資信託は、⾦融機関の預貯⾦と異なり、元⾦および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預⾦または保険契約ではなく、預
⾦保険および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀⾏等登録⾦融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基⾦の⽀払対象で
はありません。■本資料に⽰されている運⽤実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。投資資産および投資に
よりもたらされる収益の価値は上⽅にも下⽅にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動により投資価値が変動し
ます。■本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性について、これを保
証するものではありません。■本資料中に記載されたシュローダーの⾒解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所⾒や展望を⽰すものであり、将来の動向
や予測の実現を保証するものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。■本資料中に個別銘柄についての⾔及がある
場合は例⽰を⽬的とするものであり、当該個別銘柄等の購⼊、売却などいかなる投資推奨を⽬的とするものではありません。また当該銘柄の株価の上昇または下落等を
⽰唆するものでもありません。■本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あるいは使⽤することが禁じられている場合があり
ます。第三者機関提供データはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者あるいは提供者はいかなる責任を負うものではありません。
■お申し込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。

マンスリーレポート

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎⽉決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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